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研究成果の概要（和文）：採食、道具使用、毛づくろい、遊び、求愛誇示、威嚇誇示のいずれの

分野でも文化的行動パターンが見られ、その発達過程の概要を明らかにすることができた。社

会的学習のプロセスとして検討した「対角毛づくろい」は形式自体は母親によって「モールデ

ィング」で伝達される可能性が高いが、細かいパターンは試行錯誤で決まるようである。記録

された 40以上の新奇行動のうち、いくつかは「流行」と呼べる程度まで頻繁に観察されるにい

たったが、文化として固定される確率は低いことがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）：Cultural behavior patterns of wild chimpanzees at Mahale were 
observed in feeding, tool-use, grooming, play, courtship displays, and intimidation 
displays. We clarified the general developmental processes behind cultural behavior. 
“Grooming hand-clasp” was examined as a process of social learning. It’s likely 
that the form itself is transmitted by “Molding” by the mother, but its fine patterns 
seem to be determined by the individual’s own trial-and-error learning. Some novel 
behaviors of which more than forty were recorded, were frequently observed over time. 
However we concluded that there is only a small possibility that these are fixed as 
cultural behavior. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、生物学の各分野で文化に関する研究が
盛んになってきた。これは 1970 年代のソシ
オバイオロジーの勃興と密接に関係があり、
ヒトの行動も行動生態学のターゲットの一

つとして研究可能だという認識が高まった
からである。1980年代以来、数理生物学者は、
遺伝だけでなく文化という経路での情報の
伝達も考慮に入れた進化の数理モデルを作
ってきた。1990年代には認知心理学者が、文
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化の形成につながる模倣やティーチングな
どの社会的学習が、動物、とくにヒト以外の
霊長類に存在するのか、存在しないのかを確
かめる実験を数多く行っている（例えば、
Hauser 2000, Wild Minds）。進化心理学は、
ヒトは教育や学習だけで多様な行動ができ
るようになるというより、むしろ、言語・思
考・道徳にいたる分野まで、生得的な能力を
付与されていること、それは今では大きく変
化してしまった過去の環境に対する適応で
あることを示してきた（例えば、Pinker 2002, 
The Blank Slate）。2003年には Evolutionary 
Anthropology 誌が諸分野の研究者による文
化特集号を出版するなど、文化を生物進化の
中で捉えようとする大きな潮流が生まれて
いる。野生霊長類を対象として文化的行動を
調べる研究は、1950年代に日本人研究者がニ
ホンザルを対象として開始し、その後中心的
な対象をチンパンジーにしぼって盛んにな
ってきている。しかし、ヒトの文化の研究に
比べると、霊長類を対象とした文化的行動の
研究はまだまだ表層的な側面が大きく、いま
だに詳細なデータは集められていない。それ
は研究の大部分が飼育下という刺激の乏し
い環境でおこなわれてきたためである。本研
究は、過去 6年半経過した野外研究プロジェ
クトと密接に関連し、それを発展させるもの
である。これまで地域間の行動のバリエーシ
ョンを発見し、発達過程の研究を進行させて
きた。後者は縦断的研究を眼目としている。
この研究の発展は、チンパンジーの行動発達
過程がヒトのそれに非常に似ていることを
示唆するだけでなく、生物界におけるヒトの
断絶性という哲学的立場にも打撃を与える
ことになるだろうと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、野生チンパンジーの行動の
発達過程を調べ、かつ社会的学習と考えられ
る場合は学習モデルを明らかにすること、野
生チンパンジーの「新奇行動」を収集し、そ
のうちの一部が流行する過程を分析するこ
とである。研究開始の 1965年から 20年以内
には観察されず、その後になって初めて観察
された行動を「新奇行動」と操作的に定義し
た。これまでの研究の過程で、チンパンジー
の行動のほとんどは、生得的な素質は有しつ
つも、ある程度は他個体の影響下で獲得され
るという認識に達した。他の個体群では見ら
れない行動を「文化的行動」と呼ぶならば、
それらは他の個体群とは異なる発達過程を
経ると考えられる。文化的行動にはさまざま
な領域の行動が含まれ、その領域ごとに発達
過程が異なることがわかってきた。本研究で
は、マハレにおける文化的行動がどのように
生まれるか、「新奇行動」はどのような場合
に伝播せずに消滅するか、どのくらいの割合

で「流行」するか、流行した行動がどのよう
な場合に「定着」するか、定着した文化的行
動は何歳で獲得されるのか、どのような経路
で獲得されるのか、を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
タンザニア、マハレ山塊国立公園に生息する
個体群（Mグループ）を観察対象とした。野
生チンパンジーの観察は、まず各人が観察対
象にする性・年齢クラスから 10頭程度選ぶ
ことから始まる。そのリストから、毎日、各
人が 1頭の個体を選び、早朝から夕方まで可
能な限り直接追跡する。翌日は、前日と異な
る個体を選び、翌々日はまた違う個体を選ぶ
というように順次進めていき、リストの全頭
が終われば、また最初の個体に戻る。観察記
録は、文化的行動として個体間、地域間で比
較に用いたいので、できる限りデジタルビデ
オカメラで撮影した。但し、補助的に、ノー
ト、あるいは音声テープレコーダーを用いた。
2006年 6-7月に Mグループのチンパンジー12
頭（うち 7頭が 0-1歳児）が、呼吸器系の病
気で死亡した。行動発達の研究対象であった
個体が 1頭含まれていた。入手できた 2頭の
死体をバイオプシーした結果、肺炎と判断さ
れた。研究者、研究補助員、旅行者、公園ス
タッフ等、チンパンジーと日常的に接触する
人間からインフルエンザなど呼吸器系の病
気が感染した可能性があるため、チンパンジ
ーを近くで観察するものは、必ずマスクを着
用するという新たな観察ルールを導入した。 
 
４．研究成果 
（1）採食行動、道具使用行動、毛づくろい
行動、遊び、求愛誇示、威嚇誇示のいずれの
分野でも文化的行動パターンが見られ、その
発達過程の概要を明らかにすることができ
た。食物レパートリーの習得、アリ釣りやベ
ッド作りの道具使用行動は、離乳期（5歳頃）
には完成している。しかし、「対角毛づくろ
い」という社会的毛づくろいのパターンは、
コドモ期になってから見られるようになる。
雄の求愛誇示は 3歳で始まるが、アカンボウ
期のパターンは年長者のそれと異なり、意図
運動が中心であり、儀式化が進んでいない。
求愛誇示が成熟するのはワカモノ期に入っ
てからである。威嚇誇示の発達は最も遅れ、
オトナ期まで開花しない。 
（2）社会的学習のプロセスについては、広
い意味での観察学習が中心であること、しか
も試行錯誤が重要な役割を果たすことは明
らかである。教育が存在するかどうかは非常
に興味深い問題である。対角毛づくろいとい
う文化的パターンが、手に手をとって教える
「モールディング」という教育法で伝授され
るという仮説を検討した。この相互毛づくろ
い形式自体は、母親、あるいは養母によって



 

 

モールディングで伝達される可能性が高い
が、相手の手腕のどの部分を握り合うかなど
の細かいパターンは試行錯誤で決まるよう
である。モールディングの長期研究対象であ
った母子のうち、子供の方がコドモ期のうち
に死亡してしまったため、十分にデータが集
まっていない。また、「乳首押さえ」といっ
た新奇行動が、その開始者であるオトナ雄の
子供（ワカモノ雌、DNA 解析の結果明らかに
なった）にも見られるとともに、その子供で
はないオトナ雄やワカモノ雌にも観察され
た。以上により、行動の獲得に二つの経路が
あるのか、あるいは学習せずとも発現する場
合があるのか、決定できない事態となった。
この問題を解決するには、長期観察の途次に
ある母子ペアの観察を今後も継続し、DNA 父
子判定の対象範囲を広げていく必要がある。 
（3）あらゆる分野にまたがる 40以上の新奇
行動を記録することができた。その中には、
他の研究サイトでは記録されていないパタ
ーンも含まれたが、他の研究サイト固有の文
化行動とされてきたものもあった。いくつか
の新奇行動は少なくとも 1つの性年齢クラス
の大部分に広まり、「流行」と呼べる程度ま
で頻繁に観察されるにいたった。例えば、葉
のスポンジによる水飲み行動はコドモ期の
ほぼすべての個体に、液体で汚れた口を植物
で拭く行動は雌雄のオトナ、ワカモノ、コド
モ 30 頭に広まった。新奇行動が定着してき
た例として、1997年初観察の「ヒヒ狩り」が
あげられる。また、2010年に初観察されて以
来 2例目のアブラヤシのピス食が観察された。
アフリカ各地で報告されているチンパンジ
ーによるアブラヤシ食は、マハレではこれま
で観察されなかったが、この新奇行動が新し
い文化として定着するか、今後観察を続けて
いく必要がある。これまでの長期観察データ
を用いて新奇行動の伝播と流行に関する分
析をおこなった結果、クマバチの巣に棒を差
し込んで巣の中のものを食べようとする行
動が、頻度はあまり高くはないが未成熟個体
の間で維持されていることがわかった。一方、
楊枝様の棒で鼻孔を刺激してくしゃみを誘
発して詰まった鼻道を開通させる技能はま
ったく広がらなかった。また、地面を毛づく
ろいする行動は数年の間に 1 頭から 12 頭ま
で広がったが、現在ではほとんど見られなく
なった。新奇行動が文化として固定される確
率は低いことがわかった。 
（4）1999-2007年に撮影したビデオ映像記録
から行動を抽出し、詳細な行動パターンごと
に個体、性、年齢、頻度、行動の文脈などを
まとめた。その成果の一部として、文化の流
行と衰退についての全般的な報告を Nishida 
et al. 2009 として、口や手を木の枝や葉に
こすりつける行動の流行を Corp et al. 2009
として出版した。また、ピルエットという運

動・回転性の遊びの発達、機能、性差につい
て Nishida & Inaba 2009として出版した。M
グループのチンパンジーの行動目録の編集、
他地域のチンパンジーの行動検索などを包
括的におこない、新奇行動も多数含む映像エ
ソグラムとして Springer 社から出版した。
これはチンパンジーの行動の地域間比較研
究を大いに刺激するだろう。 
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